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𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 4𝑥 + 5 − (𝑎𝑥 + 𝑏) = 𝑥2 − (𝑎 + 4)𝑥 + 5 − 𝑏とおく。 

2 次方程式𝑓(𝑥) = 0 が、𝑥 > 1 において相違なる 2 実数解を持てばよい。 
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 𝑓(1) = 2 − (𝑎 + 𝑏) > 0 ∴ 𝑏 < −𝑎 + 2 ──① 
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①、②および𝑎 > 0, 𝑏 > 0 より、点(𝑎, 𝑏)の動く 

範囲は右図の網掛け部の通り。境界線を含まない。 

直線𝑏 = −𝑎 + 2 は、点(−2, 4)において 

𝑏 > −
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4
+ 5 に接する。 

 

求める面積は 
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